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Ｃ－１ 指導案
第２学年３組 学級活動 学習指導案

日 時 ６月１４日（火）第２限目
場 所 ２年３組 教室

１ 題材名 将来の生き方と学習 〔 ３）学級活動－ 〕（ (イ)，(エ)，(オ)

２ 題材の目標
（１） 働くことの目的や意義を知ることで，将来の自分の生き方と深いつながりがあることを理解

するとともに，望ましい職業観・勤労観・勉学観の基礎を身につける。
（２） 学習の悩みについて話し合うことから，その解決方法を理解し，意欲的に学習に取り組む態

度を身につける。
（３） 多くの人の学習方法や体験談を聞くことから，より効果的な学習方法を理解するとともに自

分に合った学習方法を考える。

３ 指導にあたって
（１） 題材設定の理由

，「 」 「 」 。ほとんどの生徒が進学する本校の現状では 進路学習 ＝ 進学 ととらえる生徒が多い
生き方の指導に重点を置く進路指導は，生徒自身が自らの将来に夢を持ち，どんな生き方をし
ようとしているのかを考えさせることが大切となる。また，そのためには，これからしなけれ
ばならないことを考えさせる必要があると考える 「生涯学習」といわれる時代，自分の生き。
方を考えさせる中で「働く目的・学ぶ目的」をじっくりと考えさせたい。また，心豊かで思い
やりのある人間を育成するためには「個性」と「自立心」を柱に，ともに学び，ともに生きる
力を育むことが大切である。学習に自主的・積極的に参加することが充実した学習につながっ
ていくものであることを理解させたい。

（２） 生徒観
新しい学年・学級がスタートして２ヵ月が過ぎた。これまでに，学級ノート「２年生になっ

ての抱負」や「私の１学期の目標」の取り組みなどから，新たな気持ちで新しい生活を送ろう
という姿勢が伝わってくる。また，中間テストへの取り組みと反省から学習への意識も高くな
ってきている。自分の生き方についてじっくり考え，そのためにしなければならないことを考
えるのに適した時期だと思われる。

（３） 指導観
本校では 「総合的な学習の時間」として１０月にトライアルウィーク（体験週間）を設け，

て 『わく・ワーク体験 （職場体験）を実施している。題材『将来の生き方と学習』は，そ， 』
の職場体験に向けての進路学習の第一歩となる。

お互いの考えや意見を温かい気持ちで受け入れ，活発な話し合いができるように工夫するこ
とから，自分の生き方を見つめ，そして，考えることができるように学習を進めていきたい。

４ 題材の評価規準
関心・意欲・態度 思考・判断 表現・技能 知識・理解
自己の生き方，働く 自己の将来に希望を 主体的に学び方を身に 働くことの意義や学

ことや学ぶことなどに 抱き，その実現に向け つけ，学習や進路選択に ぶことの意義を考え，
関心を持ち，意欲をも て将来の生活設計を考 必要な情報を集め，活用 広く知ることから，自
って自己のよさを伸ば え，今学ぶべきことや し，自己の個性や学習の 己の能力や適正を理解
そうとしている。 自己の生き方について 成果を進路選択に生かす している。

考え，判断している。 ことができる。

５ 題材の指導・評価計画（総時数 ４時間）
次 学習活動 指導上の留意点 評価規準等

パネルディスカッションを通 ・パネルディスカッショ ・パネルディスカッションに意欲的に一
して，働くことの意義や目的 ンが円滑に進み，意見 参加している 〔関心・意欲・態度〕（１） 。
を考え，多面的に理解する。 交換しやすい雰囲気を ・働くことの意義や目的を多面的に理

作りたい。 解している 〔知識・理解〕。
グループでの話し合いを通し ・グループでの話し合い ・グループの話し合いに積極的に参加二
て，学ぶことの意義や目的を が進むように工夫した している 〔関心・意欲・態度〕（１） 。

考え，多面的に理解する。 い。 ・学ぶことの意義や目的を多面的に理
解している 〔知識・理解〕。

学習についての悩みを相談し ・まじめに相手のことを ・学習の悩みについて，真剣に話し合

合い，その解決方法を知る。 考えられる雰囲気を作 っている 〔関心・意欲・態度〕三 。
りたい。（２）

みんなの学習方法や工夫を聞 ・グループでの話し合い ・自分に合った効果的な学習方法をみ

き，自分に合った効果的な学 が深まるように工夫し つける 〔技能・表現〕。
習方法を知る。 たい。
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６ 本時の学習（第一次 第１時）

（１）題目 『人はなぜ働くのか』

（２）本時のねらい
・働くことの意義や目的についての視野を広め，望ましい職業観・勤労観形成の基礎を養う。

（３）準備・資料 アンケート結果・ワークシート

（４）本時の展開
時間 学習活動 指導上の留意点 評価（観点，方法等）

１．本時の学習内容を知 ・机は討論しやすいように配
る。 置しておく。

・発表者に対しては拍手を送
導入 ることを確認する。

２ 「職業を選ぶ基準」 ・基準の多様性に気づかせた．
アンケートの結果発表 い。
を知る。

パネルディスカッション 『職業を選ぶ基準は』

３．パネラーが「職業を Ａ 収入が安定している。
選ぶ基準で，自分が一 Ｂ 楽しくできる。
番だと考える価値」に Ｃ 興味がある。
ついて，その理由を主 Ｄ 自分の能力にあう。
張する。 Ｅ お金がもうかる。

Ｆ 自分の好きなこと・やりがいがある。

・自分の主張を堂々と発表で
きるように激励する。

展開
４．パネラーの主張を聞 ・友達の主張をしっかり聞き ・パネルディスカッションに意
いて感じたことをワー 取り，ワークシートの観点 欲的に参加している。

〔 〕クシートに記入する。 にしたがって書き込むよう 観察・発表・ワークシート
に指示する。

５．パネラーの主張に対 ・できるだけ多くの発表がで
して，質問や意見を発 きるように時間の確保を工
表する。 夫する。

６．パネルディスカッシ ・みんなの考えや意見を踏ま
， ，ョンでの意見交換をも えて 自分の判断で決定し

とに，自分の「職業を 自分の考えの変化を確かめ
選ぶ基準」の順位を考 るようにしたい。
え直す。

７．学習を振り返って， ・机間支援を行うことから， ・働くことの意義や目的を多面
感想をワークシートに それぞれの考えが深まるよ 的に理解している。
書く。 うに，３名ほどに感想の発 〔感想文〕

表をお願いする。
終末

・ 職業観・勤労観」の多面「
性と自分の生き方を考えて
いくことの大切さを押さえ
たい。


